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オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の

ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

長
谷
部

史

彦

は
じ
め
に

現
在
は
ミ
ト
ワ
ッ
リ
ー
・
モ
ス
クJām

i‘al-M
utaw

allı̄

と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
クal-Jām

i‘al-K
abı̄r

・

al-T
uraynı̄

は
、
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
中
央
部
の
繊
維
工
業
都
市
マ

ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
旧
市
街
北
部
に
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に

こ
の
モ
ス
ク
の
修
復
事
業
を
担
当
し
た
カ
イ
ロ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
建

・

築
遺
産
再
生
セ
ン
タ
ーM

arkaz
Ihyā’T

urāth
al-‘Im

āra
al-

Islām
iyya

の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
後
期
に
建
造

さ
れ
た
同
モ
ス
ク
は
、
そ
の
敷
地
面
積
が
約
二
五
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
、
屋
上
に
三
層
構
造
を
な
す
ミ
ナ
レ
ッ
ト
の
第
一
層
の
み
で

高
さ
一
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
規
模
な
モ
ス
ク
で
あ
り
（
1
）
、
今
も

旧
市
街
に
お
け
る
枢
要
な
礼
拝
の
場
の
一
つ
と
し
て
そ
の
威
容
を

誇
っ
て
い
る
。

オ
ス
マ
ン
朝
期
（
一
五
一
七
―
一
七
九
八
年
）
の
エ
ジ
プ
ト
の

地
方
諸
都
市
に
数
多
く
存
在
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
施
設
と
そ

の
ワ
ク
フ
（
寄
進
）
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
初
動
段
階
に
あ
る
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
（
2
）
、
地
方
都
市
の
中
心
的
な
大
モ
ス
ク
な
ど

主
要
な
宗
教
施
設
の
利
用
や
運
営
状
態
の
解
明
が
地
域
社
会
史
の

再
構
成
に
お
い
て
も
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
筆
者
は
二
〇
〇
七
年
以
来
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
台
帳
を
主
た

る
史
料
と
し
て
、
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
マ
ハ
ッ

ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
と
周
辺
農
村
の
社
会
史
的
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
（
3
）
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
に
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
の
県
総
督
所
在
地
で
あ

り
、
当
該
期
エ
ジ
プ
ト
で
州
都
カ
イ
ロ
に
次
ぐ
人
口
規
模
を
も
つ

都
市
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
の
商
都
の
宗
教
諸
施
設
に
つ
い
て
も
、

先
行
研
究
と
し
て
は
前
掲
の
報
告
書
以
外
は
見
当
た
ら
な
い
と
い

う
現
状
で
あ
る
（
4
）
。
そ
こ
で
、
本
論
考
で
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

八
三
（
三
五
九
）



ー
大
法
廷
（
バ
ー
ブ
法
廷
）
の
台
帳
に
収
載
さ
れ
て
い
る
会
計
報

告
記
録
に
着
目
し
、
そ
の
記
述
内
容
の
分
析
と
検
討
か
ら
、
前
記

の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
ク
を
含
む
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
の
三
つ
の

宗
教
施
設
に
関
す
る
ワ
ク
フ
の
一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
運
営
実

態
や
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一

有
力
家
系
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
の
「
草
創
期
」

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
有
力
家
系

で
あ
っ
た
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
に
お
い
て
、
史
料
で
確
認
さ
れ
る
最

初
の
人
物
は
、
一
四
世
紀
に
こ
の
デ
ル
タ
都
市
で
活
動
し
た
マ
ー

リ
ク
学
派
の
法
学
者
・
禁
欲
者
（zāhid
）
で
あ
っ
た
ス
ィ
ラ
ー

ジ
ュ
・
ア
ッ
�
デ
ィ
ー
ン
・
ウ
マ
ルSirājal-D

ı̄n
‘U
m
ar

b.

・

・

M
uham

m
ad

al-T
uraynı̄

で
あ
る
。
夢
解
釈
（ta‘bı̄r

al-ru’ya

）

に
関
す
る
著
作
も
残
し
た
と
い
う
ウ
マ
ル
は
、
八
〇
二
年
第
一
二

月
一
八
日
／
一
四
〇
〇
年
八
月
一
〇
日
に
死
去
し
た
。
彼
の
生
誕

地
は
不
明
だ
が
、
そ
の
由
来
名
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ま
た
は
そ
の
父

祖
が
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
北
東
方
向
に
位
置
す
る
ガ
ル
ビ
ー

・

ヤ
県
ト
ゥ
ラ
イ
ナT

urayna

村
か
ら
の
移
住
者
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
（
5
）
。
こ
の
ウ
マ
ル
の
二
人
の
息
子
が
、
ム
ハ
ン
マ
ド

・

Sham
s
al-D

ı̄n
M
uham

m
ad

と
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ルZayn

al-D
ı̄n

A
bū

B
akr

で
あ
っ
た
。
兄
の
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
聖
者

（m
u‘taqad

）
と
し
て
人
々
の
崇
敬
対
象
と
な
っ
た
マ
ハ
ッ
ラ
・

ク
ブ
ラ
ー
の
マ
ー
リ
ク
学
派
の
法
学
者
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
社

会
・
政
治
的
な
影
響
力
は
、
一
四
五
〇
年
一
一
月
に
お
け
る
民
衆

蜂
起
の
後
に
ス
ル
タ
ー
ン
と
の
直
接
交
渉
を
試
み
、
逮
捕
者
全
員

の
釈
放
を
実
現
す
る
と
い
う
瞠
目
す
べ
き
役
割
を
演
じ
た
こ
と
に

明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ム
ハ
ン
マ
ド
と
交
友
関
係
を
も
っ
た
歴

史
家
の
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
彼
は
八
六
一
年
第
六
月
／
一

四
五
七
年
四
―
五
月
に
死
去
し
、「
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
で
彼
の
父

と
弟
の
傍
ら
に
埋
葬
さ
れ
た
」
と
い
う
（
6
）
。

他
方
、
弟
の
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
は
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
九
世
紀
の
重

要
人
物
を
扱
っ
た
イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ー
の
精
選
伝

記
集
に
も
そ
の
伝
記
が
載
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
社

会
に
お
い
て
兄
ム
ハ
ン
マ
ド
以
上
に
著
名
な
マ
ー
リ
ク
学
派
法
学

・

・

者
・
聖
者
（w

alı̄,sālih,m
u‘taqad

）・
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。

禁
欲
者
で
あ
り
、
農
耕
に
従
事
し
て
自
給
自
足
を
目
指
す
「
菜
食

主
義
」
の
修
行
者
で
あ
っ
た
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
に
は
、
従
者

（tābi‘

）
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
高
度
な
執
り
成
し
（shafā‘a

）

の
能
力
を
持
ち
、
能
書
家
で
も
あ
っ
た
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
は
、
八

二
七
年
第
一
二
月
一
一
日
／
一
四
二
四
年
一
一
月
三
日
の
夜
に
死

去
し
た
（
7
）
。

サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
の
伝
記
集
に
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
の
子
孫
を
確
認

史

学

第
八
〇
巻

第
四
号

八
四
（
三
六
〇
）



す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
彼
よ
り
も
三
〇
年
以
上
も
長
く
生
き

た
兄
ム
ハ
ン
マ
ド
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
人
の
息
子
に
関
す
る
ご

・

く
短
い
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ム
ハ
ン
マ
ドM

uham
m
ad

・

b.M
uham

m
ad

と
経
歴
・
没
年
と
も
に
不
明
の
ウ
マ
ル

‘U
m
ar

・

b.M
uham

m
ad

で
あ
る
（
8
）
。
サ
ハ
ー
ウ
ィ
ー
は
前
者
に
つ
い
て
、

施
し
を
す
る
が
受
け
る
こ
と
の
な
い
ス
ー
フ
ィ
ー
と
し
て
八
八
七

年
第
五
月
二
九
日
／
一
四
八
二
年
七
月
一
六
日
に
ナ
イ
ル
・
デ
ル

タ
南
部
の
バ
ン
ハ
ーB

anhā
で
死
去
し
、
そ
の
遺
骸
が
サ
ン
デ

ィ
フ
ァ
ー
へ
運
ば
れ
、「
彼
の
父
と
祖
父
と
叔
父
の
ジ
ワ
ー
ル
（ji-

w
ār

隣
人
保
護
）
に
あ
る
彼
ら
の
修
道
場
に
埋
葬
さ
れ
た
」
と
記

し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
同
家
の
墓
所
に
は
、
禁
欲
者
ウ
マ
ル
、
そ
の
息
子

の
聖
者
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
、
そ
の
兄
の
聖
者
ム
ハ
ン
マ
ド
、
ム
ハ

ン
マ
ド
の
息
子
で
ス
ー
フ
ィ
ー
の
ム
ハ
ン
マ
ド
の
順
に
埋
葬
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
兄
弟
の
聖
者
と
そ
の
父
や
子
が
埋
葬

さ
れ
た
こ
の
墓
所
は
、
後
述
す
る
サ
ー
ダ
・
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
ヤ
修

道
場
と
一
体
化
し
た
「
聖
な
る
中
心
」
と
し
て
、
ウ
ラ
マ
ー
・
聖

者
名
家
の
同
家
に
と
っ
て
枢
要
な
宗
教
的
空
間
で
あ
り
続
け
た
の

で
あ
る
。

二

ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
の
三
施
設
と
管
財
人

オ
ス
マ
ン
朝
期
の
カ
イ
ロ
や
ダ
マ
ス
ク
ス
で
書
か
れ
た
年
代
記

や
伝
記
集
な
ど
の
ア
ラ
ビ
ア
語
叙
述
史
料
に
は
、
管
見
の
限
り
、

ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
に
関
す
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
一
八
世
紀
に
入
っ
て
も
同
家
が
大
規
模
ワ
ク
フ

の
管
財
人
と
し
て
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
有
力
家
系
で
あ
っ
た

こ
と
を
伝
え
る
法
廷
台
帳
の
記
録
が
、
一
一
三
六
年
第
一
月
一

日
／
一
七
二
三
年
一
〇
月
一
日
の
日
付
の
あ
る
、
同
家
の
三
つ
の

施
設
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
三
年
分
（
一
一
三
三
年
第
一
月
一
日
〜
一
一

三
五
年
第
十
二
月
二
九
日
／
一
七
二
〇
年
十
一
月
二
日
〜
一
七
二

三
年
九
月
三
〇
日
）
の
会
計
報
告
で
あ
る
（
9
）
。
三
つ
の
施
設
と
は
、

す
な
わ
ち
、
①
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
ク
、
②

サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
の
糸
市
場
モ
ス
クJām

i‘Sūq
al-G

hazl

、
・・

③
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ー
区
域
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
小
市
場
地
区K

hutt

・

Suw
ayqat

al-T
uraynı̄

に
あ
る
サ
ー
ダ
・
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
ヤ
修

・

道
場Zāw

iyat
al-Sāda

al-T
urayniyya

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三

施
設
の
う
ち
、
③
の
修
道
場
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
一
五
世
紀

の
有
名
聖
者
で
あ
る
「
彼
ら
の
い
と
高
き
父
祖
」
の
ア
ブ
ー
・
バ

ク
ル
・
ア
ッ
�
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
こ

の
会
計
記
録
に
明
記
さ
れ
て
い
る
（
10
）
。

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

八
五
（
三
六
一
）



そ
し
て
、
本
会
計
記
録
の
冒
頭
部
分
に
は
、

こ
れ
は
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
の
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
町

に
あ
る
バ
ー
ブ
・
ア
ー
リ
ー
の
高
貴
な
る
シ
ャ
リ
ー
ア

法
廷
に
お
い
て
、
前
記
マ
ハ
ッ
ラ
の
町
と
ガ
ル
ビ
ー
ヤ

の
そ
れ
に
付
随
す
る
場
所
に
お
け
る
シ
ャ
リ
ー
ア
の
諸

規
則
の
監
督
者
で
あ
る
、
我
々
の
主
人
、﹇
尊
称
略
﹈

の
ラ
ジ
ャ
ブ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィR

ajab
A
fandı̄

の
承
認

の
も
と
、
届
け
出
ら
れ
、
記
録
さ
れ
た
、
聖
法
に
適
っ

・

た
会
計
記
録
（qā’im

a
m
uhāsaba

shar‘iyya

）
で
あ

る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

・・

当
時
こ
の
ワ
ク
フ
の
管
財
人
た
ち
（nuzzār

）
は
、
①
イ

ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フal-Shaykh

Ibrāhı̄m

・

b.
al-Shaykh

Y
ūsuf

al-T
uraynı̄

al-R
ifā‘ı̄

al-M
ālikı̄

、
②

そ
の
弟
（
ま
た
は
兄
）
で
聖
者
の
ム
ス
タ
フ
ァ
ーal-Shaykh

・

・

・・

al-Sālih
al-M

u‘taqad
M
ustafā

、
③
そ
の
兄
（
ま
た
は

弟
）
の
故
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
の
息
子
で

・・

・

あ
る
ム
ス
タ
フ
ァ
ーM

ustafā
b.‘A

bd
al-R

ahm
ān

の
三

名
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
マ
ー
リ
ク
学
派
の
学
者
・
ス
ー

フ
ィ
ー
で
リ
フ
ァ
ー
イ
ー
ヤ
教
団
に
属
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
①
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
み
が
こ
の
ワ
ク
フ
の
管
財
人
業

現在のトゥライニー大モスクの正面入口

史

学

第
八
〇
巻

第
四
号

八
六
（
三
六
二
）



務
と
会
計
報
告
を
実
際
に
担
当
し
た
が
、
そ
れ
は
、
②
の
ム
ス
タ

フ
ァ
ー
が
「
ジ
ャ
ズ
ブ
（jadhb

、
神
へ
の
「
引
き
寄
せ
」）
と
思

慮
分
別
の
欠
如
の
た
め
」
①
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
て
お
り
、
③
の
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
が
未
成
年
の
た
め
に
や
は
り

①
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
に
よ
る
後
見
の
対
象
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
②
が
い
わ
ゆ
る
「
マ
ジ
ュ
ズ
ー
ブ
型
聖
者
（
11
）
」
で
あ
っ
た
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
が
一
八
世
紀
に

入
っ
て
も
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
と
同
様
に
「
聖
者
を
生
む
家
系
」
で

あ
り
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
③
の
父

で
あ
る
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
一
七
〇
七
年
の

時
点
で
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
ク
の
管
財
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
別

の
法
廷
記
録
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
（
12
）
。

そ
し
て
、
本
会
計
記
録
に
は
、「
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法

・

廷M
ahkam

at
al-B

āb

で
作
成
さ
れ
た
、
法
に
適
っ
た
彼
ら
の

・

決
定
事
項
の
諸
証
書
（hujaj

）
の
効
力
に
よ
っ
て
彼
ら
に
属
す

る
と
こ
ろ
の
彼
ら
の
ワ
ク
フ
」
と
の
文
言
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

こ
の
三
施
設
の
ワ
ク
フ
が
証
書
作
成
に
お
い
て
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ

ラ
ー
大
法
廷
と
関
係
を
持
ち
続
け
て
き
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三

三
施
設
ワ
ク
フ
の
収
支
と
受
給
者

三
施
設
ワ
ク
フ
の
当
該
期
間
の
収
支
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が

表
１
・
表
２
で
あ
る
（
13
）
。
支
出
内
容
に
関
す
る
法
廷
記
録
の
記
述
か

ら
、
ま
ず
三
施
設
の
機
能
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・・

・・

マ
ハ
ッ
ラ
の
香
料
薬
種
商
地
区K

hutt
Sūq

al-‘A
ttārı̄n

に
あ
っ

た
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
ク
は
（
14
）
、
礼
拝
・
フ
ト
バ
の
場
で
あ
る
と

と
も
に
高
等
教
育
の
施
設
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
糸
市
場
モ
ス
ク
は
、
礼
拝
・
フ
ト
バ
の
場
で
あ
っ

た
が
、
教
育
機
能
は
備
え
て
い
な
か
っ
た
。
他
方
、「
毛
織
物
商

・

・

通
りH

ārat
al-Saw

w
āfı̄n

」
の
近
く
に
あ
っ
た
サ
ー
ダ
・
ト
ゥ
ラ

イ
ニ
ー
ヤ
修
道
場
は
（
15
）
、
礼
拝
の
場
で
あ
っ
た
が
フ
ト
バ
機
能
は
備

え
て
お
ら
ず
、
そ
し
て
意
外
な
こ
と
に
本
会
計
記
録
に
は
ス
ー
フ

ィ
ズ
ム
の
活
動
に
関
連
し
た
記
載
が
全
く
み
ら
れ
な
い
。
当
初
は

ス
ー
フ
ィ
ー
の
修
道
場
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
来
の
機
能
を
失
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
前
記
の
よ
う
に
主
た
る
管

財
人
で
あ
っ
た
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
が
ス
ー
フ
ィ
ー
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
利
用
実
態
に
つ
い
て
即
断
は
で
き
な
い
。

或
い
は
、
前
記
の
墓
廟
と
一
体
化
し
た
施
設
で
あ
っ
た
た
め
、
モ

ス
ク
と
い
う
呼
称
を
避
け
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
三
施
設
に
つ
い
て
本
記
録
で
は
度
々
「
三
つ
の
モ
ス

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

八
七
（
三
六
三
）



〈表 1〉 トゥライニー家 3施設ワクフの支出（1133�35年／1720�23年）

備 考

1名
1名
1名
複数名
複数名
人数不明
1名ずつ
複数名
1名
1名
用具代を含む
人数不明
人数不明
人数不明
1名

・ ・135 nisf×11 ratl

小計は 10,812だが、台帳の記載に従う

1名
1名
複数名
胡麻油代を含む
用具代を含む
1名ずつ
1名
1名
1名

1名
1名ずつ
複数名
胡麻油代を含む
用具代を含む

揚水車関連費を含む

小計は 4,280だが、台帳の記載に従う

総支出に占め
る割合（％）

26

5

10

支出額

・ ・・（nisf fidda）

1,080
360
540
870
540

2,880
540
225
360
540
540
720
36
48
48

1,485

10,839

32,517

360
120
324
360
456
180
36
48
60

1,944

5,832

312
144
324
276
360

2,520
48
240
56

4,289

12,867

支 出 対 象

（1）トゥライニー大モスク

礼拝指導者（imām）

・説教師（khatı̄b）
計時係（muwaqqit）
礼拝呼掛け係（mu’adhdhin）
照明係（waqqād）
教育（tadrı̄s）
門番（bawwāb）と用務係（farrāsh）
クルアーン読誦者（qurrā’）
ワクフの公証人（shāhid al-waqf）
ワクフの集金人（jābı̄ al-waqf）
揚水車（sawāqin）

・貯水所（sihrı̄j）の用務
毎週金曜日の祈願
沐浴所の水の準備
復唱係（muraqqı̄）
ラマダーン月以外の胡麻油

小計（ 1年間）

合計（ 3年間）

（2）糸市場モスク

礼拝指導者（imām）

・説教師（khatı̄b）
礼拝呼掛け係（mu’adhdhin）
照明係（waqqād）
揚水車（sawāqin）
門番（bawwāb）と用務係（farrāsh）
復唱係（muraqqı̄）
日時計（mizwala）係
2つの揚水車（sāqiya）の大工（najjār）

小計（ 1年間）

合計（ 3年間）

（3）サーダ・トゥライニーヤ修道場

礼拝指導者（imām）
門番（bawwāb）と用務係（farrāsh）
礼拝呼掛け係（mu’adhdhin）
照明係（waqqād）
水運搬係

・3施設の管財人（nāzir）
日時計（mizwala）係

・貯水所（sihrı̄j）係
トゥライニー大モスク貯水所の係

小計（ 1年間）

合計（ 3年間）

史
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・ ・135 nisf×10 ratl

敷物職人たちの賃金を含む

ソラ豆、藁など

ワクフ物件
ワクフ物件

ワクフ物件
ワクフ物件

ワクフ物件
ワクフ物件

ワクフ物件
ワクフ物件

ワクフ物件
ワクフ物件
ワクフ物件

合計は 58,220だが、台帳の記述に従う

1

14

44

100

90
45
72
190
30
26
26
21
114

614

1,842

1,350
750

1,290

900
1,800

6,090

18,270

4,625

4,210
3,215
9,825
3,025
4,310
660
600

2,530

2,810
1,535

3,215
1,510

2,510
3,540

3,140
515

2,500
3,945

55,855

127,183

（4）ラマダーン月の特別手当

大モスクの礼拝指導者（imām）
大モスクの計時係（mı̄qātı̄）
大モスクの礼拝呼掛け係（mu’adhdhin）
大モスクの照明係（waqqād）
糸市場モスクの礼拝指導者（imām）
糸市場モスクの礼拝呼掛け係（mu’adhdhin）
修道場の礼拝指導者（imām）
修道場の礼拝呼掛け係（mu’adhdhin）
菓子類（kunāfa, zalabiyya）

小計（ 1年間）

合計（ 3年間）

（5）3施設の雑支出（燃料・飼料など）

ラマダーン月の胡麻油
ガラス・鉄鎖・ロープ代
ファイユームの葦（qashsh Fayyūmı̄）・糸な
どの代金
2つのモスクの雄牛用クローバー（barsı̄m）
2つのモスクの雄牛用飼料

小計（ 1年間）

合計（ 3年間）

（6）設備修繕・維持費

トゥライニー大モスクの外壁基底部の修繕
と沐浴所の塗装
揚水車の大小歯車等の部品
大モスクの天井装飾
糸市場モスクの増築修繕
糸市場モスクの沐浴所の修繕
糸市場モスクの揚水車の大小歯車等の部品
糸市場モスクの揚水車用の雄牛の購入
大モスク地区の魚屋店舗の修繕
シャイフ・ハサン・アブー・アッ

�

スブフ
宅の修繕
キリスト教徒小市場地区の住宅の修繕
スィーディー・サアド・アル

�

アンサーリ
ー地区の住宅の修繕
同地区の別の住宅の修繕
大モスク元門番が住む青果業者地区の住宅
の修繕
ハブス地区の店舗の修繕
マグリブ人たちが住むスルターン市場地区
の 3店舗の修繕
リズカ地関連支出
大モスク近くの鉄工業者地区の店舗の修繕
フジュラ貯水所地区の住宅の修繕
クローバー取引所の修繕

合計（ 3年間）

総計（ 3年間）

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

八
九
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ク
（m

asājid

）」
と
総
称
し
て
お
り
、

当
時
の
三
施
設
の
基
礎
的
な
社
会
機

能
は
礼
拝
所
と
し
て
の
役
割
で
あ
っ

た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
こ
の
ワ
ク
フ
の
支
出
面
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
特
徴
の

一
つ
は
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
特
別
出

費
が
三
年
間
の
総
支
出
に
お
け
る
約

一
％
と
少
額
で
あ
り
、
同
月
に
職
員

を
対
象
と
し
た
ク
ナ
ー
フ
ァ
な
ど
の

菓
子
の
分
配
は
確
認
さ
れ
る
と
は
い

え
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
み
な
ら
ず
全

体
と
し
て
救
貧
機
能
に
乏
し
い
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
胡

麻
油
代
や
照
明
係
の
手
当
な
ど
の
照

明
関
連
費
は
一
年
間
に
四
二
〇
一
ニ

ス
フ
、
三
年
間
で
一
万
二
六
〇
三
ニ

ス
フ
と
い
う
高
額
を
示
し
、
総
支
出

の
約
一
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
特
に

ラ
マ
ダ
ー
ン
月
に
は
他
の
一
一
カ
月

の
合
計
支
出
に
近
い
額
が
支
出
さ
れ

て
い
る
。
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
は
、
後
背
地
に
お
い
て
生
産
さ

れ
る
胡
麻
や
亜
麻
か
ら
絞
ら
れ
る
油
の
生
産
が
極
め
て
盛
ん
な

「
油
生
産
都
市
」
で
あ
っ
た
の
で
、
都
市
全
体
で
夜
間
照
明
が
特

段
に
充
実
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
都

市
と
の
油
価
格
の
比
較
を
試
み
る
な
ど
さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
で

あ
る
（
16
）
。

そ
し
て
、
給
水
関
連
費
は
照
明
関
連
費
よ
り
さ
ら
に
多
く
、
関

係
職
員
の
手
当
に
加
え
て
、
糸
市
場
モ
ス
ク
の
沐
浴
所
の
修
繕
費
、

揚
水
車
・
牛
な
ど
動
力
関
連
費
も
含
め
れ
ば
、
一
年
に
一
万
七
三

八
五
ニ
ス
フ
、
三
年
間
で
五
万
二
一
五
五
ニ
ス
フ
に
達
し
、
三
年

間
の
総
支
出
の
約
四
一
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
照
明
と
給
水
の
支

出
を
合
わ
せ
れ
ば
、
実
に
総
支
出
の
約
半
分
を
占
め
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
他
方
、
設
備
修
繕
・
維
持
費
も
総
支
出
の
約
四
割
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
割
合
の
高
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
修
繕
費
に
つ

い
て
ワ
ク
フ
対
象
諸
施
設
と
ワ
ク
フ
諸
物
件
の
比
率
を
求
め
れ
ば
、

お
よ
そ
一
一
六
対
一
〇
〇
で
あ
り
、
三
施
設
の
み
な
ら
ず
、
収
益

を
生
む
ワ
ク
フ
諸
物
件
の
維
持
に
も
多
額
の
支
出
を
要
し
た
当
時

の
こ
の
ワ
ク
フ
の
運
営
実
態
が
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

本
会
計
報
告
に
み
え
る
ワ
ク
フ
物
件
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ

・

ー
に
あ
る
住
宅
（dār

）、
店
舗
（hānūt

）、
そ
し
て
ク
ロ
ー
バ
ー

〈表 2〉 トゥライニー家 3施設ワクフの収支（1133�35年／1720�23年）

・ ・・（nisf fidda）

127,183

127,183

ワクフの支出

計

・ ・・（nisf fidda）

68,252

58,931

127,183

ワクフ及びリズカの収入

回収すべきワクフ物件未払金

計

支出収入
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・

・

取
引
所H

inātat
al-B

arsı̄m

と
い
っ
た
都
市
の
不
動
産
の
み
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
当
該
時
期
に
修
繕
対
象
と
さ
れ
た
た
め
に
記

載
さ
れ
た
物
件
に
過
ぎ
ず
（
17
）
、
ワ
ク
フ
の
諸
物
件
の
全
貌
を
伝
え
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

続
い
て
収
入
に
つ
い
て
み
れ
ば
、（
Ａ
）「
上
記
三
つ
の
モ
ス
ク

に
お
け
る
年
々
、
月
々
の
ワ
ク
フ
諸
物
件
の
賃
貸
料
」
と
（
Ｂ
）

「
シ
ャ
イ
フ
・
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
の
リ
ズ
カ
ー
ト
（rizqāt

）
と
し
て

知
ら
れ
る
、
教
育
（tadrı̄s
）
に
充
て
ら
れ
た
、
サ
ン
デ
ィ
フ
ァ

・

・

ー
区
ハ
ウ
ド
・
ア
ル
�
ク
ハ
ー
ラ
・
ア
ッ
�
サ
ギ
ー
ラH

aw
d
al

・

-Q
uhāla

al-Saghı̄ra

の
リ
ズ
カ
の
地
租
（kharājal-rizqa

）」
の

二
つ
が
本
記
録
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
Ｂ
）
に
つ
い
て
い
え
ば
、

す
な
わ
ち
、
国
家
の
管
理
下
に
あ
る
宗
教
施
設
の
た
め
の
地
租
収

入
が
、
支
出
項
目
中
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
ク
の
講
義
手
当
に

使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
リ
ズ
カ
収
入
が
こ
の
よ
う

に
ワ
ク
フ
の
会
計
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
マ
ハ

ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
と
経
済
的
に
緊
密
に
結
合
し
て
い
た
サ
ン
デ
ィ

フ
ァ
ー
の
周
辺
農
村
か
ら
の
収
益
が
こ
の
ワ
ク
フ
に
よ
る
高
等
教

育
の
活
動
を
支
え
て
い
た
と
い
う
点
は
注
目
に
値
す
る
。

ワ
ク
フ
の
活
動
を
担
う
受
給
者
た
ち
は
、
①
イ
マ
ー
ム
、
ハ
テ

ィ
ー
ブ
、
計
時
係
な
ど
の
宗
教
儀
礼
関
連
職
、
②
教
授
職
、
③
門

番
や
揚
水
車
係
な
ど
の
雑
務
係
、
④
ワ
ク
フ
運
営
職
に
大
別
さ
れ

る
。
①
で
は
、
イ
マ
ー
ム
の
手
当
の
額
が
大
モ
ス
ク
、
糸
市
場
モ

ス
ク
、
修
道
場
の
順
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
施
設
間
の

格
差
の
傾
向
は
③
の
諸
職
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
る
。
大
モ
ス
ク
の

礼
拝
指
導
者
の
手
当
は
特
に
高
額
で
あ
り
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
増

額
分
も
多
い
が
、
そ
れ
は
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
社
会
に

お
け
る
同
職
の
重
要
度
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
大
モ
ス
ク
の
み
に
設
定
さ
れ
た
②
も
年
間
二
八
八
〇
ニ
ス

フ
と
高
額
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
教
育
（tadrı̄s

）」
と

い
っ
た
記
述
の
仕
方
で
あ
り
、
そ
の
担
当
者
が
複
数
で
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

④
に
該
当
す
る
の
は
、
大
モ
ス
ク
の
受
給
者
で
あ
る
ワ
ク
フ
の

公
証
人
と
集
金
人
、
そ
れ
に
修
道
場
の
受
給
者
で
あ
る
三
施
設
の

管
財
人
で
あ
る
。
こ
の
会
計
記
録
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
公
証
人
は・

ム
ス
タ
フ
ァ
ー
・
ア
ル
�
ジ
ャ
マ
ー
ジ
ム
ー
ニ
ーShaykh

M
us-

・

tafā
al-Jam

ājim
ūnı̄

、
集
金
人
は
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
ィ
ー
・
ウ
サ
イ
ヤ

・

・

・

・

ー
トM

uhtaram
H
ijāzı̄b.A

hm
ad

‘U
sayyāt

と
い
う
人
物
で

あ
っ
た
。
管
財
人
が
修
道
場
の
受
給
者
に
分
類
さ
れ
て
い
る
点
が

注
目
さ
れ
る
が
、
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
を
率
い
る
管
財
人
た
ち
が
こ

の
修
道
場
の
活
動
を
統
括
し
、
同
家
が
こ
の
墓
廟
付
き
の
修
道
場

を
運
営
上
の
重
要
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ

る
（
18
）。
な
お
、
④
の
ワ
ク
フ
運
営
職
の
手
当
総
額
は
三
年
間
で
一
万

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

九
一
（
三
六
七
）



二
六
〇
ニ
ス
フ
で
あ
り
、
こ
れ
は
総
支
出
の
約
八
％
に
過
ぎ
な
い
。

管
財
人
の
手
当
は
一
年
に
二
五
二
〇
ニ
ス
フ
で
あ
り
、
確
か
に
安

定
的
な
収
入
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
会
計
報
告
の
時
点
の
よ
う
に

複
数
の
管
財
人
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
必
ず
し
も

高
額
の
手
当
で
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
同
家
に
と
っ
て
は
、

む
し
ろ
ワ
ク
フ
経
営
の
諸
局
面
に
生
ず
る
帳
簿
外
の
利
益
、
さ
ら

に
は
、
三
施
設
の
諸
職
の
差
配
権
限
に
伴
う
利
得
や
社
会
的
影
響

力
の
確
保
が
重
要
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
後
者
に
関
し
て
い

え
ば
、
例
え
ば
一
七
〇
七
年
の
記
録
に
よ
る
と
、
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー

大
モ
ス
ク
の
ク
ル
ア
ー
ン
読
誦
者
の
職
に
別
の
ウ
ラ
マ
ー
名
家
、

サ
ー
ム
ー
リ
ー
家
の
ム
ハ
ン
マ
ドShaykh

Sham
s
al-D

ı̄n
M
u-

・

・
・

ham
m
ad

b.M
ahfūz

al-Sām
ūlı̄

が
就
任
し
た
が
（
19
）
、
こ
の
よ
う
に

諸
職
の
差
配
を
通
じ
て
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ウ
ラ
マ
ー
名
家

間
で
協
力
関
係
の
構
築
が
図
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
も
注
意
を

払
っ
て
お
き
た
い
。

本
会
計
報
告
の
末
尾
に
は
、
他
の
法
廷
諸
記
録
と
同
様
に
「
当

・

座
の
証
人
（shuhūd

al-hāl

）」
の
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一
九
世
紀
の
ダ
マ
ス
ク
ス
の
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
法
廷
に
つ
い
て
詳
細

に
論
じ
た
三
浦
徹
氏
は
、
同
法
廷
の
場
合
、「
当
座
の
証
人
」
は
、

「
法
廷
に
日
常
的
に
仕
事
を
も
つ
人
物
が
務
め
、
そ
れ
以
外
の
一

般
の
人
々
が
務
め
る
例
は
み
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
（
20
）
。
こ
れ
に

対
し
て
、
本
会
計
報
告
に
お
け
る
「
当
座
の
証
人
」
は
、
こ
の
町

の
マ
ー
リ
ク
学
派
の
ム
フ
テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
ダ
ミ
ー
リ
ー

・

・

Shaykh
M
uham

m
ad

al-K
hatı̄b

al-D
am

ı̄rı̄

、
有
力
聖
者
の
家

・

系
で
あ
っ
た
ガ
ム
リ
ー
家
の
ム
ハ
ン
マ
ドShaykh

M
uham

-

m
ad

al-G
ham

rı̄

、
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
学
派
の
学
者
で
あ
っ
た
ア

ブ
ダ
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー
家
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ッ
ド
ゥ
ー
スShaykh

‘A
bd

al-Q
addūs

al-‘A
bdallāw

ı̄

、
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
ハ
ヤ
ー
テ
ィ

ムH
ayātim （

21
）
の
ム
ル
タ
ズ
ィ
ム
で
あ
っ
た
軍
人
の
ウ
ス
マ
ー
ン

A
m
ı̄r
‘U
thm

ān

、
そ
れ
に
、
大
工
の
故
ウ
マ
ル
の
息
子
の
ア
フ

マ
ド
親
方
（m

u‘allim

）
と
ム
ハ
ン
マ
ド
親
方
の
兄
弟
を
は
じ
め

と
し
た
計
六
名
の
マ
ハ
ッ
ラ
の
建
設
業
者
（bannā’ı̄n,m

uhan-

disı̄n

）
か
ら
な
る
総
勢
一
〇
名
で
あ
り
、
か
な
り
異
な
っ
た
様

相
を
呈
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ガ
ム
リ
ー
家
の

シ
ャ
イ
フ
（
22
）
や
軍
人
ム
ル
タ
ズ
ィ
ム
の
出
廷
と
証
言
は
ト
ゥ
ラ
イ
ニ

ー
家
の
人
脈
の
広
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
り
（
23
）
、
施
工
業
者
の
参
加

は
ワ
ク
フ
物
件
・
施
設
の
修
繕
や
改
築
の
実
施
に
つ
い
て
証
明
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
24
）
。

三
施
設
ワ
ク
フ
の
三
年
間
の
収
支
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
表
２
の

よ
う
に
六
万
八
二
五
二
ニ
ス
フ
の
ワ
ク
フ
及
び
リ
ズ
カ
の
総
収
入

・
・・

（m
utahassil

）
に
対
し
、
総
支
出
が
一
二
万
七
一
八
三
ニ
ス
フ

で
あ
り
、
五
万
八
九
三
一
ニ
ス
フ
の
赤
字
と
い
う
大
幅
な
支
出
超

史

学
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過
の
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
会
計
記
録
に
は
、

そ
の
後
、
前
述
の
管
財
人
で
あ
る
我
ら
の
主
人
の
シ
ャ
イ

フ
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
と
前
述
の
彼
の
弟
、
及
び
兄
の
子
に

は
、
ワ
ク
フ
財
の
上
に
あ
る
﹇
賃
借
者
の
﹈
金
銭
上
の
義
務

・

（dayn
）
と
し
て
、
利
益
（fā’id

）
が
届
く
の
で
あ
る
。
彼

ら
に
は
、
上
述
の
三
年
間
の
利
益
に
関
す
る
請
求
と
清
算
の

権
利
が
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
フ
物
件
の
賃
借
者
の
未
払
い
金
を
回
収

す
る
管
財
人
の
権
利
に
つ
い
て
の
公
的
な
確
認
が
な
さ
れ
て
い
る
。

経
営
者
側
に
と
っ
て
、
こ
の
点
は
本
報
告
を
行
な
う
上
で
の
重
要

な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ワ
ク
フ
物

件
の
賃
貸
料
の
未
払
い
の
た
め
、
報
告
時
に
三
年
間
の
ワ
ク
フ
収

入
が
支
出
の
約
五
四
％
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
か
な
り
の
赤
字
状
態

に
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
法
廷
側
が
こ
れ
を
問
題
視
す
る
よ
う
な
記

載
は
見
当
た
ら
ず
、
経
営
改
革
の
必
要
性
を
示
唆
す
る
記
事
も
み

ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
ワ
ク
フ
経
営
の
あ
り
方
は
、
何
を
意
味
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
営
の
内
実
に
関
す
る
詳
し
い
帳
簿
な
ど
の

残
存
は
望
む
べ
く
も
な
い
が
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
ワ
ク
フ

物
件
の
賃
借
者
た
ち
が
支
払
い
を
先
延
ば
し
し
て
い
る
実
状
で
あ

り
、
そ
う
し
た
現
実
を
許
容
す
る
管
財
人
に
よ
る
多
分
に
温
情
的

な
経
営
の
あ
り
方
で
あ
る
。
ま
た
、
支
出
項
目
に
つ
い
て
い
え
ば
、

そ
の
中
に
掛
買
に
よ
る
購
入
品
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
先
の
引
用
に
続
き
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
前
述
の
管
財
人
と
そ
の
兄
弟
た
ち
の
手
に
残
っ
て

い
る
会
計
諸
記
録
―
―
そ
の
総
体
の
中
に
は
、
前
述
の
本
法

廷
に
お
い
て
我
ら
の
主
人
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
法
官
た
ち
の
模・

範
で
あ
る
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィSayyid

M
us-

・

tafā
A
fandı̄Injı̄Zādah

の
御
前
で
一
一
二
九
年
第
八
月
末

日
（
一
七
一
六
年
八
月
八
日
）
に
作
成
さ
れ
た
法
に
適
っ
た

記
録
、
そ
し
て
や
は
り
本
法
廷
に
お
い
て
我
ら
の
主
人
、
我

ら
の
貴
人
、
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
の
法
官
で
あ
っ
た
故
ム
ハ
ン
マ

・

ド
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィM

uham
m
ad

A
fandı̄

の
御
前
で
一
一

二
五
年
第
八
月
末
日
（
一
七
一
三
年
九
月
二
〇
日
）
に
作
成

さ
れ
た
法
に
適
っ
た
記
録
が
あ
る
―
―
に
基
づ
く
、
彼
ら
に

属
す
る
ワ
ク
フ
財
の
上
に
あ
る
利
益
を
除
い
て
﹇
の
こ
と
で

あ
る
﹈。

こ
こ
で
挙
が
っ
て
い
る
二
つ
の
記
録
に
つ
い
て
は
本
法
廷
台
帳
に

関
す
る
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、

つ
ま
り
、
こ
れ
以
前
の
会
計
報
告
に
お
い
て
も
同
様
に
未
払
い
分

が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
該
期
の
こ
の
ワ
ク
フ

に
お
い
て
は
、
支
出
超
過
の
会
計
報
告
が
む
し
ろ
「
常
態
」
で
あ

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

九
三
（
三
六
九
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っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

傾
向
の
会
計
バ
ラ
ン
ス
が
続
く
中
で
、
本
記
録
に
あ
る
よ
う
に
か

な
り
積
極
的
な
修
繕
工
事
が
実
際
に
展
開
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

経
営
維
持
の
た
め
に
、
管
財
人
側
が
十
分
な
蓄
財
や
潤
沢
な
資
金

を
備
え
て
い
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
、
多
く
の
賃

貸
物
件
や
諸
職
を
統
括
す
る
こ
の
大
規
模
ワ
ク
フ
の
経
営
に
お
い

て
は
、
具
体
的
な
立
証
は
難
し
い
の
だ
が
、
様
々
な
局
面
で
非
公

式
の
副
次
的
な
利
益
追
求
が
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
う

し
た
申
告
外
の
収
益
の
存
在
を
想
定
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

「
温
情
的
な
赤
字
経
営
」
が
続
く
事
態
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
都
市
の
中
心
的
施
設
の
ワ
ク
フ
に
お
け
る
支
出
超
過
の

状
態
が
大
法
廷
に
お
い
て
公
的
に
確
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

以
下
の
諸
事
例
の
よ
う
な
寄
進
行
為
を
呼
び
込
む
上
で
も
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
七
〇
七
年
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
に
所
属
し
て
い
た
有
力
な
香

・・

料
薬
種
商
（‘attār

）
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ア
ッ
�
シ
ー
ラ
ー

・

・

キ
ーH

ājjIbrāhı̄m
b.

A
hm

ad
b.

‘A
bd

al-Jaw
ād

al-Shı̄rāqı̄

が
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
「
ヘ
ン
ナ
商
館
・
製
粉
所
コ
ー
ヒ
ー
店
地
区

・・

・

・
・

K
hutt

W
ikālat

H
innā’w

a-Q
ahw

at
al-T

āhūn

」
の
住
宅
を
ワ

ク
フ
物
件
と
し
、
そ
の
収
益
の
三
分
の
一
を
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ

ス
ク
、
三
分
の
二
を
メ
ッ
カ
・
メ
デ
ィ
ナ
の
両
聖
地
の
た
め
に
使

う
と
指
定
し
た
（
25
）
。
同
年
に
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
商
人
名

家
で
あ
る
ナ
フ
リ
ー
リ
ー
家
の
大
商
人
ム
ハ
ン
マ
ドK

haw
ājā

・

・・

M
uham

m
ad

b
.
K
haw

ājā
M
ustafā

b
.
K
haw

ājā
Y
ūsuf

al

・

・・
・

-N
ahrı̄rı̄

も
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
「
土
器
甕
通
り
地
区K

hutt
H
ārat

・

al-B
allāsiyya

」
の
住
宅
を
ワ
ク
フ
物
件
と
し
、
そ
の
収
益
の
半

分
を
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
ク
の
修
復
に
、
も
う
半
分
を
ア
ッ
バ

ー
ス
ィ
ー
修
道
場Zāw

iyat
Sı̄dı̄M

uw
affaq

al-D
ı̄n

al-‘A
bbāsı̄

の
廟
の
た
め
に
使
う
よ
う
指
定
し
た
（
26
）
。
ま
た
、
一
七
二
四
年
に
は
、

前
述
の
「
当
座
の
証
人
」
の
一
人
で
あ
る
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
ー

家
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
カ
ッ
ド
ゥ
ー
ス
が
糸
市
場
モ
ス
ク
を
対
象
と
し

た
ワ
ク
フ
を
設
定
し
た
（
27
）
。
同
年
に
は
さ
ら
に
、
ジ
ュ
ム
リ
ヤ
ー
ン

・

軍
の
軍
人
で
あ
っ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ
ーM

uham
-

m
ad

Jūrbajı̄

も
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
大
モ
ス
ク
に
お
け
る
毎
朝
の
ク

ル
ア
ー
ン
の
読
誦
を
目
的
と
し
た
ワ
ク
フ
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
（
28
）
。

同
様
の
寄
進
行
為
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
七
二
三
年
に

・

有
力
軍
人
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ
ーA

m
ı̄r
M
uham

m
ad

Jūrbajı̄

の
妻
カ
マ
ルQ

am
ar

bint
Zayn

al-D
ı̄n

‘A
bd

al-M
un-

・
‘im

al-T
uraynı̄

の
設
定
し
た
ワ
ク
フ
で
あ
る
。
彼
女
は
、
亡
夫
、

さ
ら
に
は
早
死
に
し
た
子
の
ハ
サ
ン
・
ジ
ャ
ラ
ビ
ー
（
チ
ェ
レ
ビ

・

ー
）A

m
ı̄r
H
asan

Jalabı̄

か
ら
相
続
し
た
、
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の

史
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・

バ
ー
ブ
法
廷
地
区
に
あ
る
亜
麻
仁
油
圧
搾
所
（binā’al-m

i‘sara

・

al-m
u‘adda

li-‘asr
bizr

al-kittān

）
の
持
分
（
二
十
四
分
の
一

〇
）
を
ワ
ク
フ
物
件
と
し
、
カ
マ
ル
自
身
を
当
初
の
受
益
者
、
及

び
管
財
人
と
し
た
。
そ
し
て
、
彼
女
の
死
後
に
つ
い
て
は
、
前
記

の
ハ
サ
ン
・
ジ
ャ
ラ
ビ
ー
の
元
妻
で
、
当
時
カ
マ
ル
の
亡
夫
の
解

・

放
奴
隷
の
ア
ミ
ー
ル
・
フ
サ
イ
ンA

m
ı̄r
H
usayn

と
再
婚
し
て

い
た
ア
ム
ナ
・
ハ
ー
ト
ゥ
ー
ンA

m
na

K
hātūn

が
受
益
者
と
な

り
、
管
財
人
も
引
き
継
ぎ
、
彼
女
の
死
後
は
そ
の
子
孫
を
受
益
・

管
財
人
と
す
る
と
規
定
し
た
。
さ
ら
に
、
彼
女
は
、
ア
ム
ナ
・
ハ

ー
ト
ゥ
ー
ン
の
子
孫
が
途
絶
え
た
時
に
は
、
サ
ー
ダ
・
ト
ゥ
ラ
イ

ニ
ー
ヤ
修
道
場
に
対
す
る
ワ
ク
フ
と
し
、
そ
の
賃
貸
収
入
を
同
修

・
・

道
場
の
公
益
（m

aslaha

）
の
た
め
に
使
う
よ
う
設
定
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
事
例
は
当
時
の
地
方
有
力
軍
人
の
「
家
」
に
お
け
る

紐
帯
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
カ
マ
ル

の
ニ
ス
バ
（
由
来
名
）
が
「
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
」
で
あ
っ
た
点
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ー
リ
ク
学
派
の
学
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ム
ン
イ

ム
・
ア
ッ
�
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
の
娘
で
あ
っ
た
カ
マ
ル
は
、
こ
の

「
家
族
ワ
ク
フ
」
が
未
来
に
お
い
て
、（
お
そ
ら
く
は
彼
女
の
父
祖

に
あ
た
る
）
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
の
聖
者
た
ち
の
墓
を
内
包
す
る
中

核
施
設
を
対
象
と
し
た
「
慈
善
ワ
ク
フ
」
と
な
る
こ
と
を
希
望
し

て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
29
）
。

ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク
や
フ
サ
イ
ン
・
モ
ス
ク
な
ど
州
都
カ
イ
ロ

に
お
け
る
枢
要
な
モ
ス
ク
が
多
様
な
ワ
ク
フ
の
追
加
に
よ
っ
て
そ

の
活
動
基
盤
を
強
化
し
て
き
た
よ
う
に
（
30
）
、
県
都
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ

ラ
ー
の
中
心
的
な
モ
ス
ク
に
お
い
て
も
「
追
加
ワ
ク
フ
」
が
多
重

的
に
存
在
し
、
活
動
基
盤
が
増
強
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
注
視
す
べ
き
現
象
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
論
考
で
取

り
上
げ
た
会
計
報
告
に
は
、
か
か
る
「
追
加
ワ
ク
フ
」
を
呼
び
込

む
方
策
と
し
て
の
一
面
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
中
期
ま
で
そ
の
家
族
史
を
遡
る
こ
と
の

で
き
る
ウ
ラ
マ
ー
・
聖
者
名
家
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
に
つ
い
て
、

同
家
の
管
理
下
に
あ
っ
た
三
施
設
ワ
ク
フ
の
一
八
世
紀
初
頭
の
ヒ

ジ
ュ
ラ
暦
三
年
間
に
関
す
る
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
へ
の

収
支
会
計
報
告
に
照
準
を
定
め
、
分
析
と
考
察
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
都
市
の
中
心
的
な
宗
教
施
設

に
つ
い
て
、
受
給
者
、
証
人
、
収
支
、
運
営
な
ど
に
関
す
る
諸
々

の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
三

施
設
ワ
ク
フ
に
つ
い
て
設
立
文
書
の
存
在
は
未
だ
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
関
連
諸
記
録
を
精
査
し
、
こ
の
後
の
展
開
を
法
廷

台
帳
史
料
に
追
跡
す
る
こ
と
で
経
営
の
特
質
の
さ
ら
な
る
解
明
を

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

九
五
（
三
七
一
）



目
指
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
上
で
、
こ
の
都
市
の
他
の

大
規
模
ワ
ク
フ
と
の
比
較
検
討
を
試
み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

オ
ス
マ
ン
朝
期
ア
レ
ッ
ポ
の
ワ
ク
フ
に
つ
い
て
、
メ
リ
ー
ウ
ェ

ザ
ー
は
、
都
市
名
家
の
長
期
的
存
続
に
大
規
模
な
ワ
ク
フ
の
保
持

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
31
）
、
本
稿
が
提
示
し

た
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
に
関
す
る
研
究
の
現
段
階
の
考
察
か
ら
で
も
、

同
家
が
実
に
三
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の

地
方
名
家
と
し
て
存
続
し
得
た
要
因
の
一
つ
が
、
一
八
世
紀
初
頭

に
年
間
支
出
で
銀
貨
四
万
枚
を
超
え
る
ワ
ク
フ
の
管
理
に
あ
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
帳
簿
内
外
の
利
益
を
原
理
上
「
永
続

性
」
を
も
っ
て
も
た
ら
し
続
け
る
経
済
基
盤
と
し
て
、
数
多
く
の

施
設
ポ
ス
ト
の
差
配
権
限
が
生
み
出
す
社
会
的
影
響
力
の
源
泉
と

し
て
、
さ
ら
に
は
、
多
く
の
賃
貸
借
関
係
や
増
加
す
る
大
口
・
小

口
の
追
加
寄
進
者
と
の
接
触
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
多
様
な
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
中
核
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
三
施
設

ワ
ク
フ
の
運
営
は
こ
の
ウ
ラ
マ
ー
・
聖
者
名
家
の
生
存
戦
略
の
中

央
に
位
置
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

註

・

（
１
）

M
arkaz

Ihyā’T
urāth

al-‘Im
āra

al-Islām
iyya,M

ashrū‘tar-

・

・

m
ı̄m

Jām
i‘al-M

utaw
allı̄

（al-T
uraynı̄

）bil-M
ahalla

al-K
ubrā,

・

C
airo

:M
arkaz

Ihyā’
T
urāth

al-‘Im
āra

al-Islām
iyya,

1997,

pp.6,10.

な
お
、
同
報
告
書
は
こ
の
モ
ス
ク
の
建
設
者
を
ア
ブ

ー
・
バ
ク
ル
・
ア
ッ
�
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
と
す
る
ア
リ
ー
・
ム
バ
ー

ラ
ク
の
地
誌
記
述
を
否
定
し
、
ア
フ
マ
ド
・
ア
ッ
�
ト
ゥ
ラ
イ
ニ

・

・

・

ーA
hm

ad
b.‘A

lı̄al-M
ahallı̄al-T

uraynı̄

（
一
四
一
〇
年
没
）
と

い
う
学
者
で
あ
る
と
す
る
が
（M

ashrū‘tarm
ı̄m

Jām
i‘al-

M
utaw

allı̄,
p.4

）、
そ
の
史
料
的
根
拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
、
同
モ
ス
ク
の
正
面
入
口
の
脇
、
向
か
っ
て
右

側
に
立
つ
遺
産
高
等
委
員
会M

ajlis
al-A

‘lā
lil-Ā

thār

に
よ
る
説

明
掲
示
板
の
記
述
内
容
と
一
致
し
て
い
る
。

（
２
）
オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
ワ
ク
フ
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え

・

ず
以
下
の
研
究
を
参
照
の
こ
と
。A

l-‘A
fı̄fı̄,M

uham
m
ad,al

・

・

・

・

-A
w
qāfw

al-hayāt
al-iqtisādiyya

fı̄
M
isr

fı̄
al-‘asr

al-‘U
thm

ānı̄,

・

C
airo:al-H

ay’a
al-M

isriyya
al-‘Ā

m
m
a
lil-K

itāb,1991;B
ehrens

-abouseif,
D
oris,

E
gypt’s

A
djustm

ent
to

O
ttom

an
R
ule

:In-
stitutions,

W
aqf

and
A
rchitecture

in
C
airo,

16th
and

17
th

C
enturies,

Leiden
&

N
ew

Y
ork

:E
.
J.

B
rill,

1994
;C

rece-
lius

,
D
aniel,

“T
he

W
aqf

of
M
uham

m
ad

B
ey

A
bū

al
-D
hahab

in
H
istorical

Perspective”,
International

Journal
of

the
M
iddle

E
ast

Studies,
23

（1991

）,pp
.
57

�81
;B

adr,
H
am

za
‘A
bd

al-‘A
zı̄z

and
D
aniel

C
recelius,

“T
he

W
aqf

of
Shahin

A
hm

ad
A
gha”,

A
nnales

Islam
ologiques,

26

（1992

）,

・

・

・

pp.
79

�115
;‘A

bd
al-M

u‘tı̄,
H
usām

M
uham

m
ad,

al-

�Ilāqāt

・

�

al-M
isriyya

al-H
ijāziyya

fı̄
al-qarn

al-thām
in

‘ashar,
C
airo

:

・

al-H
ay’a

al-M
isriyya

al-

�Ām
m
a
lil-K

itāb,
1999,

pp.
269

�297,
303

�312
;R

aym
ond,A

ndré,“T
he

Sabil
of

Y
usuf

A
gha

D
ar

al-Sa‘ada
（1088/

1677

）According
to

Its
W
aqf

D
ocum

ent”,

史

学

第
八
〇
巻

第
四
号

九
六
（
三
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二
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D
oris

B
ehrens-A

bouseif
ed.,T

he
C
airo

H
eritage

:E
ssays

in
H
onor

of
Laila

A
li

Ibrahim
,
C
airo

&
N
ew

Y
ork

:
T
he

A
m
erican

U
niversity

in
C
airo

Press,2000,pp.223

�233.

ま

た
、
カ
イ
ロ
に
残
存
す
る
当
該
期
の
ワ
ク
フ
ィ
ー
ヤ
（
ワ
ク
フ
設

立
文
書
）
に
つ
い
て
は
、C

recelius,D
aniel,F

ihris
w
aqfiyyāt

・

・
・

al-‘asr
al-‘U

thm
ānı̄

al-m
ahfūza

bi-W
izārat

al-A
w
qāf

w
a-D

ār
al-W

athā’iq
al-T

a’rı̄khiyya
al-Q

aw
m
iyya

bil-Q
āhira

,
C
airo

:
・

D
ār

al-N
ahda

al-‘A
rabiyya,1992

を
参
照
。

（
３
）
オ
ス
マ
ン
朝
期
の
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
は

拙
稿
「
オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
都
市
構
造
と
社

会
―
―
シ
ャ
リ
ー
ア
法
廷
台
帳
史
料
に
基
づ
く
予
備
的
考
察
」『
史

学
』
七
八
巻
三
号
、
一
―
三
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
同
論
文
で

は
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
を
構
成
す
る
マ
ハ
ッ
ラ
と
サ
ン
デ
ィ

フ
ァ
ー
の
両
区
域
を
分
か
つ
運
河
の
存
在
に
つ
い
て
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
『
エ
ジ
プ
ト
誌
』
の
地
図
に
こ

の
都
市
を
貫
く
運
河
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。D

e-
scription

de
l’É

gypte,
seconde

édition
,
Paris

:Im
prim

erie
de

C
.
I.

F
.
Panckoucke,

vol.
37/

1,
A
tlas

G
éographique,

1826,p.86,Planche
35

を
参
照
。
ま
た
、
本
年
八
月
の
調
査
に

お
い
て
筆
者
は
、
エ
ジ
プ
ト
国
立
公
文
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

新
た
に
入
力
・
整
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
利
用
し
、
現
存
す
る
マ
ハ

ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
大
法
廷
台
帳
史
料
の
全
貌
を
初
め
て
知
る
こ
と

と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法
廷
台
帳
に
つ
い
て
は
、
台
帳
番
号

三
四
四
二
番
か
ら
三
五
四
一
番
ま
で
の
百
冊
の
残
存
が
確
認
さ
れ

る
。
各
冊
子
の
混
乱
状
態
に
つ
い
て
は
前
稿
で
指
摘
し
た
と
お
り

で
あ
り
、
例
え
ば
、
残
存
す
る
と
す
れ
ば
最
も
古
い
日
付
で
あ
る

一
〇
七
六
年
第
四
月
一
二
日
／
一
六
六
五
年
一
〇
月
二
二
日
か
ら

一
二
一
六
年
第
八
月
二
日
／
一
八
〇
一
年
一
二
月
九
日
ま
で
の
記

録
が
収
載
さ
れ
て
い
る
と
の
デ
ー
タ
に
導
か
れ
、
今
回
内
容
調
査

を
実
施
し
た
台
帳
番
号
三
四
七
六
番
に
も
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
で
一
〇

八
七
年
、
一
〇
九
七
年
、
一
一
二
三
―
一
一
二
四
年
、
一
一
三
二

―
一
一
三
七
年
、
一
一
五
〇
―
一
一
五
一
年
、
一
一
五
五
年
、
一

二
〇
七
年
、
一
二
一
四
年
、
一
二
一
六
年
の
記
録
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
、
一
〇
七
六
年
の
も
の
と
み
な
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
記
録
に

は
日
付
が
な
く
、
同
一
葉
に
あ
る
他
の
記
録
の
年
数
か
ら
す
れ
ば

一
一
五
一
年
の
記
録
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
一
〇
七
六
年
第
四

月
一
二
日
は
そ
こ
で
引
用
さ
れ
た
記
録
の
日
付
で
あ
り
、
掲
載
デ

ー
タ
の
不
正
確
さ
は
や
は
り
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
一
九
世

紀
初
頭
に
お
け
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
政
権
の
出
現
以
前
に
対

象
を
限
定
し
た
と
し
て
も
、
台
帳
番
号
三
四
八
〇
番
ま
で
の
三
九

冊
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
の
精
査
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
た
。

（
４
）
ア
リ
ー
・
ム
バ
ー
ラ
ク
の
『
新
エ
ジ
プ
ト
誌
』
に
は
、
マ
ハ
ッ

ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
四
〇
余
の
宗
教
施
設
に
関
す
る
情
報
が
あ
る
が
、

そ
こ
で
の
建
設
時
期
に
関
す
る
記
述
は
し
ば
し
ば
正
確
と
は
い
え

・
・

な
い
。‘A

lı̄
M
ubārak

,
al-K

hitat
al-taw

fı̄qiyya
al-jadı̄da

li

・

-M
isr

al-Q
āhira

w
a-m

udun-hā
w
a-bilād-hā

al-qadı̄m
a

w
al

・

-shahı̄ra,
20

vols.,
C
airo

:al-M
atba‘a

al-K
ubrā

al-A
m
ı̄riyya

bi-B
ūlāq,1305

A
.H

.,vol.15,pp.18

�20

を
参
照
。

�

（
５
）

A
l-Sakhāw

ı̄,D
aw

’al-lām
i‘fı̄

a‘yān
qarn

al-tāsi‘,12
vols.,

C
airo

:M
aktabat

al-Q
uds,

1934

�1936,
vol.

6,
p.

136.

ト
ゥ

・

・

ラ
イ
ナ
（
或
い
は
テ
ィ
ラ
イ
ナT

irayna,

テ
ィ
リ
ー
ナT

irı̄na

）

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

九
七
（
三
七
三
）



村
に
つ
い
て
は
、H

alm
,
H
einz,

Ä
gyptens

nach
den

m
am

-
lukischen

Lehensregistern
,
vol.

2,
D
as

D
elta

,
W
iesbaden

:
D
r.

Ludw
ig

R
eichert

V
erlag

,
1982,

pp.
591

�592
;R

am
zı̄,

・

・

M
uham

m
ad

,
al-Q

ām
ūs

al-jughrāfı̄
lil-bilād

al-M
isriyya

,
6

・

vols.,C
airo

:M
atba‘at

W
izārat

al-T
arbiya

w
al-T

a‘lı̄m
,
1953

�

1968,vol.2/2,p.23

を
参
照
。

�

（
６
）

A
l-Sakhāw

ı̄,D
aw

’,vol.8,p.268.

詳
し
く
は
拙
稿
「
マ
ハ

ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
蜂
起
の
諸
相
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
六
巻
二
号

（
二
〇
〇
四
年
）、
一
七
三
―
一
七
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）

A
l-M

aqrı̄zı̄,
D
urar

al-‘uqūd
al-farı̄da

fı̄
tarājim

al-a‘yān
al-m

ufı̄da,
4
vols.,B

eirut,2002,
vol.

1,
p.

143
;A

l-Sakhāw
ı̄,

�

D
aw

’,
vol.

11,
pp.

64

�65
;Ibn

T
aghrı̄

B
irdı̄,

al-M
anhal

al

・

-sāfı̄w
al-m

ustaw
fā

ba‘da
al-w

āfı̄,12
vols.,C

airo,1984

�2006,
vol.12,pp.299

�300.

マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
死
亡
時
の
年
齢
を

・

・

六
〇
歳
以
上
と
す
る
が
、‘A

bd
al-B

āsit
al-M

alatı̄,N
ayl

al-am
al・

fı̄
zayl

al-duw
al,

9
vols.,Sidon

&
B
eirut:al-M

aktaba
al-‘A

s-
riyya,vol.4,p.163

に
は
「
七
〇
歳
を
超
え
て
い
た
」
と
あ
る
。

�

（
８
）

A
l-Sakhāw

ı̄,
D
aw

’,vol.9,p.177.

・

（
９
）

O
ttom

an
C
ourt

R
egisters,

al-M
ahalla

al-K
ubrā

（Sijillāt

・

・

M
ahkam

at
al-M

ahalla
al-K

ubrā

）,
D
ār

al-W
athā’iq

al
-Q
aw

m
iyya,C

airo

﹇
以
下
、SM

K

と
略
記
﹈,N

o.3448,C
ase

・

N
o.

95,
pp.

64

�66,
1

M
uharram

1136/
1
O
ctober

1723.

本
稿
に
お
い
て
、
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
に
つ
い
て
の
検
討
は
、

特
に
明
示
し
な
い
限
り
こ
の
法
廷
記
録
に
依
拠
す
る
。
な
お
、
同

・

時
期
の
イ
ブ
ン
・
ナ
ス
ル
・
モ
ス
クJām

i‘Ibn
N
asr

の
会
計
報

告
は
一
一
三
〇
年
か
ら
一
一
三
六
年
の
七
年
分
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
（SM

K
N
o.

3448,
C
ase

N
o.

307,
pp.

211

�213,
7
Ju-

m
ādā

al-Ū
lā

1136/
3
M
arch

1724

）、
例
え
ば
三
年
に
一
度
と

い
っ
た
か
た
ち
で
の
定
期
的
な
会
計
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
１０
）
サ
ー
ダ
・
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
ヤ
修
道
場
の
所
在
地
区
名
は
、
同
修

道
場
を
最
終
的
な
ワ
ク
フ
対
象
に
指
定
し
た
有
力
ジ
ュ
ー
ル
バ
ジ

・

ー
の
寡
婦
カ
マ
ルQ

am
ar

al-T
uraynı̄

に
よ
る
「
家
族
ワ
ク
フ
」

の
設
定
時
の
法
廷
記
録
で
あ
るSM

K
N
o.3448,C

ase
N
o.136,

pp.
91

�92,
18

R
abı̄‘al-A

w
w
al

1136/
16

D
ecem

ber
1723

に

よ
る
。

（
１１
）
マ
ジ
ュ
ズ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、G

eoffoy,É
ric.,Le

soufism
e

en
É
gypte

et
en

Syrie
sous

les
derniers

M
am

elouks
et

les
pre-

m
iers

O
ttom

ans:O
rientations

sprituelles
et

enjeux
culturels,

D
am

ascus
:Institut

Français
de

D
am

as,
1995,

pp.
309

�333

、

及
び
拙
稿
「『
夜
話
の
優
美
』
に
み
え
る
ダ
マ
ス
ク
ス
の
マ
ジ
ュ
ズ

ー
ブ
型
聖
者
」
山
本
英
史
編
『
ア
ジ
ア
の
文
人
が
見
た
民
衆
と
そ

の
文
化
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
三
―
二

三
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１２
）

SM
K

N
o.3450,

C
ase

N
o.

388,
p.

230,
28

D
hū

al-Q
a‘da

1118/
3
M
arch

1707.

ま
た
、SM

K
N
o.

3444,
C
ase

N
o.

21,
16

R
ajab

1099/
17

M
ay

1688

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
三
施
設
の

管
財
人
は
、
①
と
②
の
父
の
ユ
ー
ス
フJam

ālal-D
ı̄n

Y
ūsuf

al

・
-T
uraynı̄al-R

ifā‘ı̄

で
あ
っ
た
。
同
記
録
で
は
サ
ー
ダ
・
ト
ゥ
ラ
イ

ニ
ー
ヤ
修
道
場
を
「
彼
の
父
祖
の
修
道
場
（zāw

iyat
jadd-hu

）」

と
表
現
し
て
い
る
。

（
１３
）
本
表
に
お
け
る
支
出
対
象
の
項
目
、
掲
載
順
、
分
類
に
つ
い
て

史

学

第
八
〇
巻

第
四
号

九
八
（
三
七
四
）



は
、
基
本
的
に
法
廷
記
録
の
記
載
に
従
う
か
た
ち
で
整
理
し
た
。

（
１４
）
こ
の
た
め
、
同
モ
ス
ク
は
、「
香
料
薬
種
商
た
ち
の
モ
ス
ク

・・

Jām
i‘al-‘A

ttārı̄n

」
と
も
呼
ば
れ
る
。SM

K
N
o.3443,C

ase
N
o.

・

193,p.175,10
Safar

1098/
26

D
ecem

ber
1686

を
参
照
。

（
１５
）

SM
K

N
o
.
3448,

C
ase

N
o
.
286,

p
.
196,

Jum
ādā

al
-Ā
khira

1136/
13

M
arch

1724.

（
１６
）
因
み
に
、
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
に
お
け
る
一
六
八
七
年
の
エ

・

ジ
プ
ト
産
食
用
胡
麻
油
（sı̄rajM

isrı̄

）
の
価
格
は
、
一
ラ
ト
ル
あ

た
り
二
フ
ィ
ッ
ダ
で
あ
り
（SM

K
N
o.3443,C

ase
N
o.202,p.

180,11
R
abı̄‘al-A

w
w
al1098/

25
January

1687

）、
長
期
的
変

動
と
し
て
は
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
同
価

格
は
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

・・

（
１７
）
そ
れ
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
香
料
薬
種
商
（‘attār

）
の
ア
ー

ヤ
ー
ン
で
あ
っ
た
ハ
ワ
ー
ジ
ャ
ー
の
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ムK

haw
ājā

・

Ibrāhı̄m
b.A

hm
ad

が
一
七
二
一
年
二
月
、
三
施
設
の
ワ
ク
フ
物

件
で
あ
る
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
別
の
五
店
舗
を
賃
借
し
た
際
の
記
録

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。SM

K
N
o.3447,C

ase
N
o.261,p.

179,1
Jum

ādā
al-Ū

lā
1133/

28
February

1721

を
参
照
。

（
１８
）
同
家
の
居
住
は
、
同
地
区
に
あ
っ
た
サ
ー
ダ
・
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー

・

ヤ
邸D

ār
al-Sāda

al-T
urayniyya

で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

・

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.51,p.

29,
1
M
uharram

1118/
15

A
pril1706

を
参
照
。

（
１９
）

SM
K

N
o.3450,C

ase
N
o.473,p.272,12

R
ajab

1119/
9

O
ctober

1707.

マ
ハ
ッ
ラ
区
域
で
死
去
し
た
こ
の
ム
ハ
ン
マ
ド

・
・

の
父
マ
フ
フ
ー
ズZayn

al-D
ı̄n

M
ahfūz

b.‘A
bd

al-Q
ādir

al
-Sām

ūlı̄al-Shāfi‘ı̄

の
遺
産
総
額
は
、
一
一
万
二
〇
〇
ニ
ス
フ
と
い

う
高
額
で
あ
っ
た
（SM

K
N
o.3450,C

ase
N
o.215,pp.128

�

129,5
R
abı̄‘al-T

hānı̄1119/
6
July

1707

）。
こ
の
任
命
は
、
ム

ハ
ン
マ
ド
が
父
の
死
後
ガ
ル
ビ
ー
ヤ
県
シ
ュ
ジ
ャ
ー
イ
ー
ヤ
区

・

N
āhiyat

al-Shujā‘iyya

の
「
フ
ト
バ
の
集
会
モ
ス
ク
」
の
管
財
人

職
を
継
承
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
（SM

K
N
o.221,p.133,

29
R
abı̄‘al-T

hānı̄1119/
30

July
1707

）。
そ
の
他
、
ム
ハ
ン
マ

ド
と
そ
の
子
カ
ー
ス
ィ
ム
に
つ
い
て
は
、SM

K
N
o.3450,C

ase
N
o.

539,
p.

307,
2
D
hū

al-Q
a‘da

1119/
25

January
1708

;

・

C
ase

N
o
.
540,

p
.
307,

6
R
am

adān
1119

/
1

D
ecem

ber
1707

;N
o.

542,
p.

309,
1
D
hū

al-Q
a‘da

1119/
24

January
1708

を
参
照
。

（
２０
）
三
浦
徹
「
一
九
世
紀
ダ
マ
ス
ク
ス
の
イ
ス
ラ
ム
法
廷
文
書

（
一
）
―
―
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
法
廷
を
め
ぐ
る
人
間
関
係
」『
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
』
一
三
五
号
（
一
九
九
八
年
）、
一
八
五
頁
。

（
２１
）

R
am

zı̄,al-Q
ām

ūs
al-jughrāfı̄,

2/2,p.18.

そ
の
旧
名
は
、

・

M
ahallat

A
bı̄H

aytham

で
あ
っ
た
（H

alm
,Ä

gypten
nach

den
m
am

lukichen
Lehensregistern,

vol.2,pp.519

�520.

）。

（
２２
）
マ
ム
ル
ー
ク
朝
期
に
お
け
る
ガ
ム
リ
ー
家
と
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
蜂
起
の
諸

相
」、
一
七
三
―
一
七
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２３
）
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
人
脈
が
シ
ャ
リ
ー
フ
長
官
代
理
の
マ
ン
ス

・

ー
ルSayyid

M
ansūr

に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
は
、SM

K
N
o.

3448,
C
ase

N
o.

224,
pp.

153

�154,
1
R
abı̄‘al-A

w
w
al

1136/
29

N
ovem

ber
1723

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
マ
ン
ス
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
マ
ハ
ッ
ラ
区
域
の
バ
ー
ブ
法
廷
地
区
の
土
地
付
き
住
宅
の

購
入
に
関
す
る
記
録
で
あ
るSM

K
N
o.3450,N

o.334,pp.

オ
ス
マ
ン
朝
期
マ
ハ
ッ
ラ
・
ク
ブ
ラ
ー
の
ト
ゥ
ラ
イ
ニ
ー
家
三
施
設
の
ワ
ク
フ

九
九
（
三
七
五
）



197

�198,26
R
abı̄‘al-T

hānı̄1119/
27

July
1707

も
参
照
の
こ

と
。

（
２４
）
オ
ス
マ
ン
朝
期
エ
ジ
プ
ト
の
建
設
業
者
に
つ
い
て
は
、
カ
イ
ロ

に
関
す
るH

anna,
N
elly,

C
onstruction

W
ork

in
O
ttom

an
C
airo

（1517

�1798

）,C
airo

:Institut
Français

d’A
rchéologie

O
rientale,1984,pp.49

�51

を
参
照
。

（
２５
）

SM
K

N
o.

3450,
C
ase

N
o.

477,
pp.

273

�274,
27

R
ajab

1119/
24

O
ctober

1707.

台
帳
番
号
三
四
四
五
番
・
記
録
番
号

一
六
六
番
の
遺
産
記
録
の
香
料
薬
種
商Ibrāhı̄m

al-Shı̄rāqı̄

と
同

一
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
、
こ
の
織
物
生
産
都
市
に
お
い

・

て
、
茜
（fuw

w
a

）
や
虫
こ
ぶ
（‘afs

）
な
ど
の
染
色
関
連
材
料
を

主
に
扱
っ
て
い
た
（SM

K
N
o.3445,C

ase
N
o.166,pp.104

�

105,21
R
ajab

1120/
7
O
ctober

1708
）。

（
２６
）

SM
K

N
o.

3450,
C
ase

N
o.

429,
pp.

250

�251,
20

R
ajab

1119/
17

O
ctober

1707.

（
２７
）

SM
K

N
o.

3448,
C
ase

N
o.

203,
pp.

136
�139,

1
Jum

ādā
al-Ū

lā
1136/

27
January

1724.

（
２８
）

SM
K

N
o.

3448,
C
ase.

N
o.

130,
p.

87,
7
Jum

ādā
al-Ū

lā
1136/

2
February

1724.

（
２９
）

SM
K

N
o.

3448,
C
ase.

N
o.

136,
pp.

91

�92,
18

R
abı̄‘

al
-A
w
w
al1136/

16
D
ecem

ber
1723.

カ
マ
ル
の
父
の
出
自
や
実

態
を
伝
え
る
他
の
法
廷
記
録
の
存
在
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
関
連

記
録
が
複
数
残
存
す
る
カ
マ
ル
に
つ
い
て
は
、
地
方
社
会
に
お
け

る
軍
事
エ
リ
ー
ト
の
妻
の
位
相
や
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
を
め
ぐ
る
研

究
視
座
か
ら
稿
を
改
め
て
詳
論
し
た
い
。

（
３０
）

C
recelius,

D
aniel,

“T
he

O
rganization

of
W
aqf

D
ocu-

m
ents

in
C
airo”,

International
Journal

of
M
iddle

E
ast

Stu-
dies,

2/3

（1971

）,p.270.

た
と
え
ば
、
一
八
世
紀
中
葉
エ
ジ
プ

ト
に
お
け
る
実
力
者
で
あ
っ
た
カ
ー
ズ
ダ
グ
リ
ー
ヤ
の
領
袖
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
カ
ト
フ
ダ
ー
に
よ
る
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク

を
対
象
と
し
た
建
設
活
動
と
寄
進
に
つ
い
て
は
、R

aym
ond,A

n-
dré,Le

C
aire

des
Janissaires

:l’appogée
de

la
ville

ottom
ane

sous
‘A
bd

al-R
ahm

ân
K
atkhudâ

,
Paris

:
C
N
R
S

editions,
1995,pp.98

�105

を
参
照
。

（
３１
）

M
eriw

ether,
M
argaret

M
.,

T
he

K
in

W
ho

C
ount

:
F
am

ily
and

Society
in

O
ttom

an
A
leppo

,
1770

�1840,
A
ustin

:U
niversity

of
T
exas

Press,1999,pp.196

�197.

史
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